
























































































































































































































































1 10 2560 5120 1280
コ．ナトリウム 2 10 2与60 10240 2560
雫均 10 ％60 7680 1920
3 20 2560 2560 10240
コ．カルシウム 4 20± 2560 10240 5120
『三；均 20 2560 6400 7480
総雫均 ≦≦15 2560 7040 4700
5 10 1280 10240 2560
対照食塩水
6 20 640 2560 640
7 10 1280 5120 1280
平均 13 1070 5970 1490
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ヵルシウムはクエン酸ナトリウム加血濠を使
浦した場合のみ対照との間に有意の差を示し
た・カルシウムが食作用を促進せしめること
はHamburger141以来明にされている所である
から，コ．カルシウムの食菌作用檜彊はその
カルシウム成分にもとすくもので，コ・自身
には試験管内で白血球の食菌作用を増彊する
作用がないものと考えられる・
　高杉教授勒によるとコ・は非経口的投与に
より動物に於て白血球の食機能を増強すると
いう．著者は之と独立に0．9％食塩水に1％の
割合に溶解せしめたコ．ナトリウム乃至コ．
カルシウム溶液を体重1kg毎に1cc家兎の背部
皮下に毎日注射し，之がチフス菌に対する凝
集i素産生に及ぼす影響を槍評した．
　チフス菌ワクチンは日東純良工業会枇製
のものを第1回0・5cc，第2回1・Occ皮下に注
し，コ・は第1回のワクチン注射と同時に投与
　凝集反応は56。C30分聞非働化血清を使用
し注射開始前，1週後（第2回注射直：前），2週
後及び3週後に耳静脈より凝血，菌浮遊
液は60。C　30分聞の加熱死菌液を10倍より倍
敷稀釈した被検血清各1CCにつき2滴宛加え，
37。Cに2時間おき，以後室温に翌日まで放置
して凝集素価を判定した．
　結果は第3表にかかげた如くで，コは家兎
の凝集素産生を促進し，．かつ持長せしめる傾
向を有することがうかがわれた・併し第2週
にみられた最高値の高さは対照との間に有意
の差を示さなかった■t
　（4）コンドロイチン硫酸製剤セレプリン
　　の内服が血清の粘蛋白体に及ぼす影響
MucOproteinは最近癌やリウマチ等の血清学
的反応やVirus心疾患の診断法と関連して特
に注意をひかれるようになってきた．16）　17｝　18）
19｝　£O）　21）
各種疾患並に健康者合せて300例につき
Wi・・ler　’7）の方法で血清のM…P・・t・inを測
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話した成績は別に報告する・2：’）
　ここではコ剤のセレプリン1日39を7日聞内
服せしめた10名の患者について服藥の前後の
血清Mucoproteinを上述のWinzler法で測定し
た成績を述べる・
　　晶晶　コ．硫製剤セレブリン内服と
　　　　　血清米占蛋白体　　3・Ox7日
病 名
偏　頭　・痛
　　11
リ　ウ　マ　チ
　　11
肩關節周囲炎
　　11
胃　潰　瘍
淋　経　症
　　11
結　　　　核
姓
岩本♀
井澤♀
浜田♀
岡　　♀
渡辺♂
進木戸
中信♂
天野♂
佐伯♀
森脇♂
『二 均
前
122
89．
12　D’
209
93
111
13q．
138
125
121
127
後
119
119
132
145
131
101
113
110
121
139
123
　血清Muco1〕roteinは血清ムコイドとも呼ば
れる糖蛋白体で，その多糖類成分はムコイチ
ン硫酸が主要なものであるというが，ムコィ
チンは正宗教授によるとかラクツロン酸とグ
ルコサミンとからなるか
らコンドロイチンとは著
しく類似している・：3）24
　第4表をみると血清
Mucoproteinが正常値を
示していた9例に於ては
コの内服による影響が不
定でかっ軽度であるのに
対し，服用前から高値を
示していた1例のリウマ
チ患者に於てはコの内服
と安静とにより二二が軽
快すると共に血清Muco－
protein含有量が著明に低
下した．
　　（5）コンドロイチン硫酸さ血沈
　最近Stary25〕は結核患者の血沈促進の原因
に血清の糖蛋白体が密接な關係を有すること
を報告し，著者も亦各種疾患60例につき血清
粘蛋白体含有量と血沈値との間に正相関が成
立することを認めた．26）高杉教授はビアルロ
ン酸が血沈を促進せしめ，ビアルPt’　＝ダーゼ
が血沈を遽延せしめる事を利用し撫抗ビアル
ロニダーゼ物質の測定法を発表されたが，2η
正宗激授24）によればビアルロン酸は同敏授
のムコィチンと一致するというから，血清の
糖蛋白体中に含まれることになる．從って血
清粘蛋白体の増量が血沈を促進せしめること
は理解にかたくない．
　しからばムコイチン硫酸と類縁の関係があ
るコ・は血沈に封し如何なる影響を及ぼすで
あろうか？・
　著者は前述のコ．が試験管内の白血球食菌
現象に及ぼす作用を槍証している際に，クエ
ン酸ナトリウム加血液を用いると，コの添加
蝋騰離レ・・・…
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大島良雄　横田剛男
により赤血球が対照よりはるかに速く管底に
沈降して上清が澄明となることに氣がついた
ので次の如き実験を行った・
　ウエスターグレン法で塩画学査を行う際
に，之を2等分し，一方には1％コ．ナトリウ
ム又はコ．カルシウム0，9％食塩水溶液1／10容
を加え他には同じく1／10容のO．9％食塩水を
加えて対照とし，37。Cのふ卵駅内で常法の如
く血．沈1直を測定した・
　その結果を図で示すと第1図の如くでコ塩
を加えた場合には常に血沈値が促進せられ，
殊にコ。ナトリウムに於て顕著であった．
　次に1％コ．カルシウム水溶液を家兎の体
重1k9につき2cc宛皮下に注射し，前，30分，
1時聞，2時間に耳静脹より探血，ウエスター
グレン呪法（37。C）で血沈を測定した所，
2例中1例に於てのみ軽度の血沈促進をコ注射
後に認めた．
　即コ・は血沈を促進せしめる．ということ
ができよう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用
1）大島良雄：本誌（6），52，昭27．
2）宮崎英策等：札幌医大紀要2（1），7，昭26．
　　　　　　　　小　　　括
1）　コの内服は被験者血清のコリンエステラ
　ーゼ活性値を減弱せしめる・
2）　コの内服は尿中グルクロン酸排泄を増加
　せしめる．
3）　コ．は試験管内で人白血球の食菌作用に
　認むべき影響を及贋さないが，家兎に皮下
　注射するときは凝集素の産生を促進する傾
　向を有する・　　　　　　　「
4）　コの内服により正常の範囲内にある血清
　粘蛋白体には一定の変化がみられなかっ
　た．
5）コは血沈を促進せしめる・
（本論丈の要旨は第49回日本内科学会総会に
　於て発表した・）
（追記：コしの讐学的研究（1）を印刷に廻し
た後，北大川村正夫氏等が北海医誌18，2224，
昭15にコ・ナトリウムの血液凝固陽止作用に
つVて記載しておられるのを知った・ここに
追記する次第である・）
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MEDICAL　’ rTUDIES　ON　CHONDROMN　SULFATE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2nd　Report）
　　　　　　　　　Yoshio　OSHIIY［A　and　Takco　YOI〈OTA
（BALNEOT．OGICAL　1．ABORATORY，　OKAYAMA　UNIVE－RSITY）
　　After　the　internal　use　of　daily　3　grams　of　crude　chondroitin　sulfate　cholinesterase　activity
of　serum　decre．q．s，ed　fit．nd　elimination　of　gly’curonic　acid　in　urine．　increat’）ed，　but　no　defipite
change　i　n　serum　muceprotein　level　was　observed．
　　Mucoprotein　in　r，．erum　showed　a　positive　linear　correlation　to　erythrocyte　sedimentation　rate，
and　chondroitin　sulfate　promoted　the　e．　s．　r．　in　vitro　and　in　vivo．
　Cbondroitin　l測fate　showed　no　marked　influence　on　phagocytos｛s　of　human　leucocytes　in
vitro，　but　it　promoted　the　prodiiction　of　agglutinin　in　rabbits　by　subcutaneous　injection．
